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平成３０年 第１１回三芳町教育委員会（１１月臨時会）会議録 

召 集 年 月 日 平成３０年１１月１５日（木） 

開 会 日 時 平成３０年１１月１５日（木） 午後３時３０分 

閉 会 日 時 平成３０年１１月１５日（木） 午後３時５５分 

開 催 場 所 三芳町役場５階 ５０２会議室 

教 育 長 古川 慶子 

会議を主宰した者の職名・氏名  教育長 古川 慶子 

 職   名 氏   名 出 欠 適 用 

委員の出席状況 

委 員 

（教育長職務代理者） 
  長野 真寿美 出 席   

委 員   池上 善一 出 席  

委 員   鈴木 信之 欠 席  

委 員   細谷 雄司 出 席  

職務のため出席 

した者の職氏名 
教育総務課・施設庶務担当主幹 齊藤 慶輔、（書記）三井 康也 

説明のため出席 

した者の職氏名 

教 育 総 務 課 長 中島 弘恵  

学 校 教 育 課 長 宇佐見 宏一  

生 涯 学 習 課 長 金井塚 和之  

文化財保護課長 柳井 章宏  

藤久保公民館長 伊東 正男  

図 書 館 長 代田 知子  

学校給食センター所長 小沼 保夫  

その他の出席者の氏名  

会 議 の 大 要 

(日程第１) 開会 開会宣言（教育長） 

前回会議録の承認 現在調整中のため、次回会議にて承認することになった。 

(日程第２) 

教育長の報告 

なし 

 

 

 



2 
 

(日程第３) 議事 

議案第３９号 教育委員会の意見について（原案可決） 

  

 

教育長 

 教育総務課長 

  

 委 員 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 学校教育課長 

 

 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 生涯学習課長 

 

 

 

 委 員 

 

 生涯学習課長 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

生涯学習課長 

委 員 

○議案第３９号 教育委員会の意見について 

教育総務課長から説明をお願いします。 

提案理由及び概要を説明。 

【質疑内容】 

 改革全体の趣旨というところにも記載されていますが、前回の機構改革が平

成２４年４月で６年を経過しているという中で、まさにここに書いてあるとお

り、その時代も社会も様々な事が変わっていく中で、一般的に考えれば通常の

法人もそれに合わせた対応をするように、それが行政だったとしても、時代に

合わせた事業をスムーズに展開する組織にしていくのは、これはごく普通の事

であると思いますし、それが、本来その時代の変化に合わせた適切な対応かと

思いますので、この体制を変更するということに関しては、私個人としては何

ら問題はないと考えています。 

 しかし、はやり、学校とスポーツ、学校と文化・芸術を切り離すことができ

る部分もあればできない部分もありますので、そういった、どうしても関わっ

てくる部分に関しては、滞りがないような体制を十分に踏まえなければいけな

い所がありますので、事業はこれまでどおり引き続き行われる訳ですから、そ

ういった引き継ぎを含めた、組織・部局の継承をしっかりと行っていただきた

いという事は、意見として申し上げます。 

 今までどおり、文化会館の方で指定管理を行っておりますので、その中で事

業を行い、学校等に芸術・文化を広げるという事は行っておりますので、それ

は町長部局に移管しても、今までどおり進めてまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

 ただ今、生涯学習課長からも申し上げましたが、学校で取組んできている行

事等につきましては、今までどおり進めていきたいと考えております。 

 改革から６年が経過していて、世の中も変わりグローバルな時代になってい

ますが、子どもたちのためにより一層、町長部局に移る事によって幅広い連携

が出来れば、今よりも子どもたちにとって、町民にとって、より良い方向へ向

かえるかと思いますので、賛成をさせていただきます。 

 ただ、この教育委員会の中にあったものが、町長部局にいくということは、

それだけ人員や配置の事に関して、教育委員会が手薄になる事がないように、

人員の整備をきちんとしていただいて、横のつながりをしっかりと作っていた

だき、進めていただきたいと思います。 

 今まで教育委員会部局にあって、町長部局とは連携を図っていたところでは

ございますが、それが町長部局に移管することにより、逆に教育委員会部局と

連携を図るという形となりますが、同じような形で連携を図ってまいりたいと

考えておりますので、今まで通りの事業等は行えると考えております。 

 移管により、メリットはかなりあるかと思いますが、デメリットはあります

か。 

 今まで、直接教育部局で行っていたものが、町長部局に移ることによって、

事業の内容によっては、直接学校側にいくのではなくて、いったん教育部局を

通して学校にいくという様な形にはなるかと思います。 

 そのように、多少手間がかかる部分もありますが、先ほどのお話にありまし

たように、町長部局にいくことによって、様々な事業が展開できますので、メ

リットの方が多いと考えております。 

 少しのデメリットでも、それが見えないくらいの成果をあげていただけるよ

うな、そういった組織を作っていっていただきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 分かりました。 

他の委員さんと同意見で、私も賛成はします。 
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委 員 

 

  

  

 

 委 員 

 

 

 

  

 生涯学習課長 

 

 

委 員 

 機構原案の中にMIYOSHIオリンピアード推進課というようになっています

が、これは町長部局の方で決めた案だと思いますが、2020オリンピック・パラ

リンピックのためのような名前に見えてしまうので、町のスポーツ・文化の発

展に寄与する課であってほしいので、もう少し広い意味での名前を付けていた

だければ、良いかなとは思います。これは私の意見ということでお願いします。 

 こういった機構原案図について私達は目にして分かるのですが、町民の方々

は生涯学習課が社会教育課に変わり、これはどのように変更したかなど、詳し

く分かる方もいらっしゃるかもしれませんが、町民の方誰もが分かるような説

明やこういった機構図などをきちんとアップしていただいて、皆さんが分かる

ようなものを作っていただけると良いかなと思います。 

 町民への周知については、広報・ＨＰ等で行っていくような形になっていく

かと思いますので、チラシ等を作って各出先機関等に置く事などは、今後考え

ていきたいと思います。 

 先程のメリット・デメリットという所ではないのですが、やはり組織を変え

ると何かしら起こってくる部分もあるかと思いますので、それがデメリットと

いう事ではなく、起こったとしても、それはその都度改善を出来るような事で

あれば良いし、また、そうする様にもっていければ良い事だと思いますので、

そこはやりながらうまく調整等をしていければ良いかと思います。 

それよりも、やはり２０２０オリンピックが一つの大きな事業ですので、そ

れに向かって、判断や行動がよりスピード感を持って、取組める体制を作れる

事が一番大事だと思いますので、それはオリンピックだけではなく、ほかの移

る部局の部分に関してもそうですが、本質的な部分できちんと色々な事を前に

進めていけるようなそういう体制を、少し抽象的な言い方ではありますが、作

っていただけるように、我々としてはお願いをするしかないと思っています。 

そこは、意見として申し上げます。 

《採決の結果、議案第３９号は挙手総員により原案のとおり可決されました。》 

(日程第４)その他  なし 

(日程第５) 閉会 閉会宣言（教育長） 

事 務 連 絡 

学校教育課長 （１）いじめのサイン「守ってあげたい」について 

教育総務課長 （２）平成３０年度市町村教育委員研究協議会について 

 （３）教育委員のスケジュールについて 

 

閉会時間 午後３時５５分 

 


